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本会代表（精神科医）　原田　正文

年頭にあたって

人類が直面する課題に正面から挑戦するＢＰプログラム

　毎年年頭にあたり、本会のこれまでを振り返るととも
に、本会が抱える課題と今後の方向性を提示する文章を
掲載してきました。今回も念頭にあたり、心を新たにし
て書いてみます。
　私の個人的なこととしては、昨年３月末で大学を退職
し、「結のぞみ病院」という精神科の病院で臨床をし始
めました。従来の「思春期」専門外来に加え、「産後マ
マの心のケア（産後うつ病）」専門外来を始めました。
一方で比較的年齢の若い入院患者さんも担当していま
す。そこでは今まで出会わなかった患者さんにも出会い、
日々研鑽です。病院での経験が本会の活動に活かせるこ
ともあるかと考えています。

ＢＰプログラムの理論的支柱を明確化
　昨年を振り返ったとき、最も大きなことは、ＢＰプロ
グラムの「理論的支柱」を明確化したことではないかと
思っています。これは昨年急に浮上したものではなく、
今までから漠然と認識していたものを文章として明確化
したということです。
ＢＰプログラムの理論的支柱は、
　１.　生涯学習理論
　２.　エリクソンの社会心理学的人格発達論
です。
　生涯学習理論とは、大人が何かを学び、自分の考え方
や行動を変えるためにはどのような学習方法が有効か、
を研究する学問です。ＢＰプログラムの場合は、カナダ
の親教育プログラム“Nobody’s Perfect”（ＮＰ）の実践
の上に制作されたプログラムですので、
　①　参加者中心型の講座スタイル
　②　２つのキーコンセプト「体験から学ぶ」および
　　　「価値観の尊重」
に代表される生涯学習理論です。
　人格発達論にはいろいろなものがありますが、ＢＰプ
ログラムがよって立っているのは、エリクソンの人格発
達論です。エリクソンの人格発達論については、参加者
用テキスト『カラー図解　親子の絆づくりプログラム
“赤ちゃんがきた！”』のなかで、随所に使用されていま
す。これら２つの理論は、ＢＰを実施するファシリテー
ターの方には必ずご理解いただきたい内容です。養成講
座では、このことを伝える時間はありませんので、登録
更新講習会ではＢＰプログラムの理論的支柱をテーマに
して進めたいと考えています。

昨年はＢＰの「地固め」の年
　昨年の本誌１月号の私のページの見出しは「本年をＢ
Ｐプログラムの飛躍の年に！」でした。しかし、飛躍の
年というよりは「地固め年」でした。昨年はＢＰプログ

ラム本体の質の確保に多大なエネルギーを割いた１年で
した。一昨年９月、本会の第26回フォーラムで、ＢＰ
２プログラムを発表しました。それに先立って一昨年７
月に参加者用テキストを大改訂し、０歳から就学前まで
の子どもたちの育児に対応できるものにしました。参加
者用テキストの大改訂に伴い、ＢＰ1プログラムで使用
するＤＶＤも第３版に改訂しました。しかしＤＶＤを実
際に使用してみると、気になる文言がある、内容がうま
く伝わっていないなどの意見があり、ＢＰ１・ＢＰ２と
もに改訂することになりました。私たち作成グループで
は念には念を入れて作成したつもりでした。また改訂に
は資金もかかりますので、ＤＶＤを作成しなおすには決
断も必要でした。しかし、たくさんのＦａのみなさんか
らご意見を聞いて改訂できたのは、結果的には良かった
です。

プログラムの質が大きくアップ
　ＢＰ２プログラムのＤＶＤ第２版は、初版とは大きく
変わっています。一方、ＢＰ1プログラムのＤＶＤ第４
版は、第３版とそれほど大きくは変わっていません。第
３版を使用しても特に問題がないレベルですが、より洗
練され多くの方に聞いていただいても安心したものにな
っています。どちらも無料差し替えをしています。Ｂ
Ｐ2の方は差し替えが終了していますが、ＢＰ１の方は、
無料での差し替えは今年12月末までですので、まだの
方は手続きをしてください。

ファシリテーター・ガイドの充実
　子育ての現場はどんどん変化しています。それに合わ
せてファシリテーター・ガイドも少しずつ現状に合わせ
た修正が必要だと考えています。ＢＰ1はもう10年目に
入っています。これまで何度か改訂してきましたが、こ
のたび第４版に改訂しました。第４版はこれまでの経験
を組み込み、記述も精査したためコンパクトで充実した
内容になっていると自負しています。
　ＢＰ２のファシリテーター・ガイドはまだ改訂してい
ませんが、実施の中で修正点も見つかっています。今年
５月を目途に改訂して第２版を発行する予定です。これ
ができますと、ＢＰ２プログラムが生まれたことにより
生じた諸々の修正が完了しますので、今年こそ「ＢＰプ
ログラムの飛躍の年にしたい！」と考えています。

好スタートを切ったＢＰ２
　昨年度の新しいこととしては、何といってもＢＰ２プ
ログラムを実際に親向けに、６月から一斉に実施したこ
とです。新しいプログラムですので、参加者の反応や満
足度などいろいろと気になっていましたが、結果は期待
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以上に良好でした。
　まず驚いたのは、参加した親たちは赤ちゃんの扱いが
上手で、赤ちゃんのことは特に気にすることなくプログ
ラムに集中できたことです。そして、上の子どもの悩み
は予想通り深くて、プログラムの第２・３回目での上
の子どもに関するテーマに真剣に取り組まれていました。
どこで実施したプログラムでもうまくいかなかったとい
う報告はほとんどありませんでした。第４回「母親のス
トレス」は、「これが話したかった」と盛り上がってい
ました。そして、最終回の第５回では、家族が話題にな
ったことがＢＰ1とは違ったなぁ、というＦａの印象で
した。とくかく、無事スタートできたことを喜んでいま
す。

ＢＰ２は参加者の募集が楽
　ＢＰ１プログラムは、募集のために出産後間もない親
に会える人は少なく、参加者も母子だけの外出が不慣れ
なため、参加者の募集が最大の課題です。ＢＰ２プログ
ラムは声をかける機会は多く、また声をかければほとん
どの方が参加を前向きに考えてくれるので、参加者の募
集に関しては比較的楽な印象でした。ＢＰ２プログラム
を作成しようと考えた動機の一つに、地域で活動してい
る民間NPO法人などがＢＰ１プログラムを実施しようと
しても、一向に参加者が集まらず困っている状況があり
ました。それを何とかしたいという思いがあったことが
あげられます。ＢＰ２であれば、支援センターやひろば
などの利用者に声を掛けられるだろうと思い、プログラ
ムの制作に取り掛かったという裏話があります。その予
測は当たっていたように感じています。今年はＢＰ２プ
ログラムがＢＰ１同様に広がっていくのではないか、と
期待しています。

人類の宿題に正面から取り組むＢＰプログラム
　昨年から新たに掲げているＢＰプログラムの目的に、
「人類の宿題に正面から取り組むＢＰプログラム」があ
ります。というのは、社会が物質的に豊かになり便利
になりましたが、日本に限らず先進国共通の課題として、
子ども虐待や少子化、不登校・社会的引きこもりなどの
問題が深刻になっています。物質的金銭的な豊かさや便
利さを追求することは本能的なものですので、それを止
めることは非現実的です。しかし、その副作用として出
現している「次世代を産み育てる」、という生物体とし
ての最も重要な課題を置き去りにし放置したままにして
いるのでは、将来、現在享受している豊かさや便利さも
なくなってしまうことは明白なことです。「次世代を産
み育てる」ことに夢と希望が持てるようにする課題は、
人類に課せられた宿題のようなものです。この大きな宿
題に正面から取り組んでいるのがＢＰプログラムです。

エリクソンの人格発達論から考える
　なぜＢＰプログラムがこの人類に課せられた宿題の
解決になるのか、についてはこれまでＮＨＫスペシャ
ル「ママたちが非常事態!?」の内容を引き合いに出し、
「育ちの中で子どもと関わることなく育った現代の親た

ちが孤立して子育てをしていること」が育児困難の原因
であり、ＢＰプログラムはそれを解消するプログラムで
あるという視点から何回か本紙でも説明してきました。
一方、エリクソンの人格発達論でも、なぜＢＰプログラ
ムがこの人類に課せられた宿題の解決になるのか、につ
いて考えることができます。
エリクソンの人格発達論は以下の３つの軸
①家庭や教育をとおしての世代継承
②変動する政治や時代の歴史
③日常的な意識を超え出ていく自己超越
を理論的ベースに持つスケールの大きな発達論です。
今回は紙面の都合で、①②についてのみ簡単に説明しま
す。まず②ですが、現代ほど生活環境が大きく変化して
いる時代はありません。あまりにも変化が早いので、人
間社会のシステムや人格発達が時代の変化に順応しきれ
ていないことに、育児の困難さの原因があります。
　また、①の世代継承についての例を一つ上げます。中
国のパンダは、その保護のためにこれまでずっと人口飼
育を続けていましたが、誕生後人工飼育で育てられたパ
ンダは自分が子どもを産んでも自分では育てられなかっ
たそうです。ところが、和歌山県白浜町の動物園では飼
育員の努力でパンダが自分で子どもを育てることに成功
し、その子どももまた自分で子どもが育てられることが
判明し大きな話題になりました。以前は、ニッポンザル
の群れの研究でも同様の結論が得られています。人間で
考えると、乳幼児期に虐待を受け、愛着形成（ＢＰプロ
グラムでは「親子の絆」と呼んでいる）が不十分な場合、
自分が子どもを育てる際に、子どものかわいがり方がわ
からず、愛着形成がうまく進まないことがかなり前から
話題になっています。愛着形成にも世代間連鎖があるの
です。そして、対人関係のぎこちなさによりもたらされ
る不登校やひきこもりなどは、愛着形成不全のために、
人が生きていく上で最も大切な「心の安定根」が育って
いないために生じているという面が強く伺えます。
　ＢＰプログラムは、「ピアレビューができる仲間づく
り」をめざしている点で、時代の変化に見合った子育て
環境づくりに取り組んでいます。また、「親子の絆づく
り」をめざすことで、子ども虐待等の世代間連鎖を断ち
切り、不登校や引きこもりを防ごうとしています。うま
く伝わったかどうかわかりませんが、このあたりの内容
については、２クール目に入ったファシリテーターの登
録更新講習会でとりあげたいと考えています。

ＢＰプログラムの教材等の最近の動向
2018年 7月 参加者用新テキスト（カラー図解版）発刊
　〃　   9月 ＢＰ２プログラム発表（第26回フォーラム）
　〃　 12月 ＢＰ１ＤＶＤ（第3版）発刊
　〃　 12月 三つ折りパンフレット（第4版）発行
　〃　 12月 ＢＰ２ＤＶＤ（初版）発刊
2019年 1月 ＢＰ２ファシリテーターガイド（初版）発刊
　〃　   5月 ＢＰ２ＤＶＤ（第2版）発刊
　〃　  11月 ＢＰ１ファシリテーターガイド（第４版）発刊
　〃　  11月 ＢＰ１ＤＶＤ（第4版）発刊
2020年 5月 ＢＰ２ファシリテーターガイド（第２版）予定
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